















































（明治 36 年（1903）1〜4月、6月） 第 2回海外視察








（明治 36 年（1903）5 月） 第 2回海外視察
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（明治 44 年（1911）8月） 第 3回海外視察






（明治 44 年（1911）8月） 第 3回海外視察
左扇「欧米客中作七〜十二」
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（明治 21〜22 年（1888〜1889） 第 1回海外視察
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（明治 36 年（1903）6〜7 月） 第 2回海外視察
滋賀県巡講 大正三年
円了 56 歳、大正 3年（1914）、滋賀、愛知、兵庫、茨城、福島にて 232
日の巡講をしている。その内、滋賀県巡講は、同年 2月 6 日〜3月 7日
の間、東近江市、彦根市の 24町村、3月 8 日〜4月 15日の期間、蒲生郡
日野町、甲賀市、大津市、高島市の 15 町村、そして 8月 17日〜9月 11
日の期間、長浜市、米原市の 27 町村そして同日の 9月 11 日には、大津
市に移動し下阪本村にて 455 人の聴衆に講演をしている。琵琶湖の湖北
地域を除く、湖東、湖南、湖西地域の 62町村 73 カ所にて、1日 2回、合

















































「恭倹持己 勤強當事 義勇奉公 誠実持人」
結び
筆者は 2019 年７月、滋賀県米原、豊郷、近江八幡、五個荘、日野、大
津、高島そして長浜、彦根と、円了の巡講地を訪れた。大正の匂いを求
めて、豊郷の伊藤忠兵衛記念館、近江八幡の旧西川家住宅等、往時の近
江商人の屋敷街を散策した。また、各地の資料館を訪れ、代々の近江商
10 (263)
人を顕彰する記念碑に出会ううちに自然と、円了は、彦根の「無形の文
化」の匂い漂う場所で、「欧米客中作」という大作を揮毫するに相応しい
人に所望され、この大作を託したとの思いを強くした。
参考文献：
三浦節夫『井上円了 日本近代の先駆者の生涯と思想』（教育評論社、2016）
東洋大学井上円了記念学術センター編『井上円了・世界旅行記』（柏書房、2003）
谷口房男『井上円了の因伯巡講と遺墨』（2018）
追記：本資料作成にあたり、井上円了記念博物館、井上円了研究センターから
多大な助力を頂きましたことを記します。
円了の新発見の遺墨 11 (262)
